
平成29年2月1日改訂

社会福祉法人北摂杉の子会

アクセス 阪急「十三」駅下車、東出入口

から出て徒歩約５分

※駐車スペースがありませんので、車でお越

しの際は近隣の有料駐車場をご利用下さ

２ 個別の評価と

目標設定
子どもを個別に丁寧に
評価し、保護者と情報
を共有します。
その上で個別の支援プ
ログラ ムを保護者と共
同で立案します。

１ 自閉症等の
特性理解

まず保護者が特性につ
いて正しく理解し、特
性に配慮した支援が日
常的に行なわれるよう
に支援します。

自立を
目指して

３ 支援方法の
モデル提示

療育の中で個別の目標
に合わせた具体的な支
援方法のモデルを提示
します。

４ 家庭地域への
応用発展

療育場面で身につけたこと
を、家庭や地域の生活の場
へ段階的に広げていくこと
を目指します。

対象
・年齢は年少から小学校3年生のお子さま
・医療機関で「自閉症」「広汎性発達障が
い」「アスペルガー症候群」等の診断
を受けた児童及び保護者の方

・保護者同伴で1年間継続して通所が可能
で、保護者研修にも参加できる方

定員
・幼児（年少・年中・年長）：50名
・学齢児（小１・小２・小３）：３0名

療育方針

療育利用の流れ

療育の対象と定員

保護者の方と協働のもと

進めていきます！
児童発達支援計画 または、放課後
等デイサービス計画の作成は、保護
者の方と面談を行い決定します。

児童発達支援（又は放課後等デイサービス）利
用については、国が定める利用者負担額を徴収
させていただきます。
＜療育1回のご利用料金＞

・幼児（年少・年中・年長）：1200円程度

・学齢児（小１・小２・小３）：1000円から1200円程度

※学齢児については、平日の利用と夏休み（冬休み）などの
利用では負担額が異なります。

利用料金

医療機関での診断

大阪市に利用登録 申し込み

保護者研修

事前の情報収集

初回 単独療育（個別の評価）
ご家族のニーズの確認

児童発達支援計画 または、
放課後等デイサービス計画の作成

療育相談療育

児童発達支援計画 または、
放課後等デイサービス計画の評価

anについての説明会

大阪市在住の

発達障がいのあるお子さんのための専門療育

（児童発達支援事業／放課後等デイサービス事業）



身辺面の指導
手洗いや、歯みがきなど、
現在必要なスキルや将来
を見据えたスキルの中か
ら、お子様の中で、芽ば
えてきているスキルに取
り組みます。

コミュニケーション
あそびや、おやつなど
お子様の動機づけが高
い活動の中で、要求や
拒否、援助を求めるな
どの、コミュニケーシ
ョンの練習を行います。

保護者研修（受講必須）
月１回 全１０回

保護者の方が、我が子についての理解を深
め、適切な支援の観点とその方法について学
習することを目的としています。
保護者同士の交流や情報交換なども行ってい
ます。

＜内容＞
・自閉症の特性理解
・子どもに分かりやす
く伝えるには

・身辺自立やお手伝い
の力を育てるには など

主な療育の内容

療育相談（希望者のみ）
療育・保護者研修では解決しにくい問題に
ついて個別に相談に応じるために相談業務
を実施しています。

保護者支援

児童発達支援計画または、放課後等デイサー
ビス計画をもとに、一人ひとりに応じたプログ
ラムを提供します。

行動管理の指導
目で見て分かる手がかり
を使って、活動の見通し
を持つことや、場面の切
替、順番交代、ルールの
理解などの活動に取り組
みます。

余暇活動の支援
おもちゃや感覚グッズを
使って、ひとりで余暇を
過ごすことや、余暇の拡
大、リラックスをするな
どの活動に取り組みます。

学習

日常生活や、将来につな

がるスキルを、課題の中

で学んだり、自立して楽

しんでできる課題を行い、

「ひとりで、できた！」

という達成感や自信を育

みます。

療育について

・個別に行動や感覚の特徴・学習スタイル（強
み・弱み）、興味関心などの行動観察を実施
し、丁寧に評価をした上で、一人ひとりに合
わせた丁寧な個別（マンツーマン）療育を実
施します。

・療育は、保護者同伴で行います。実際の療育
を保護者の方に見て頂くことで、スタッフと
保護者様との間で、お子様の特徴や行動につ
いて共有し、お子様へのかかわり方について
具体的な支援のモデルを提供します。

療育の各コースと時間帯
・幼児（年少・年中・年長）コース
年間20回 1回６０分程度
月・火・水・木・金曜日いずれかの
10:30から11:30 もしくは、
13:30から14:30

・学齢児（小１・小２・小３）コース
年間20回 1回６０分程度
月・火・水・木・金曜日いずれかの
16:00から17:00

子どもは、「難しそうだな」「きっ
とできない」という気持ちから新し
いことに取り組むのが嫌いだったが、
この１年で何事にも「やってみよ
う」という姿勢が見られるように
なった。適切な支援で成功体験を積
んだことで、意欲的に取り組めるよ
うになり、結果「できること」がた
くさん増えた。

ａｎに通い、何よりも母自身の気持ち
に変化があった（子どもに対する理
解、構造化の必要性など）。

利用者の声（療育について）

利用者の声（保護者研修について）

子どもの障害のことを頭で理解しているつ
もりだったが、実は特性の細かいところま
でわかっていなかったと今振り返ると思う。
療育中や保護者研修で自閉症の特性を学び、
子どもの問題行動には必ず原因があり、そ
の原因を探していく方法も学ぶことができ
た。少しずつだが子どもの気持ちに寄り
添った支援を家庭でもしていけるよう、自
分なりに頑張っていこうと思う。

発達の遅れに対して、焦りや不安をまだ
感じる時はあるが、以前よりも余裕を
持って子どもに接することができるよう
になり、子どもなりの成長のスピードや
変化を感じ、嬉しく思えるようになっ
た。


